
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和５年度の重点＞ 

子どもにつけたい力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子どもの学びを支える学校づくり 

 

 

 

学校教育目標 

自ら考え、行動できる子どもの育成 

めざす学校の姿 

 ○子どもと教職員の笑顔あふれる学校 

 ○安心・安全・いじめを許さない学校 

 ○保護者・地域とともにある学校 

めざす子どもの姿 

 ○自ら学びに向かう子 

 ○ルールを守る子 

 ○自分や他者を大切にする子 

１.確かな学力の定着 

①読書活動を充実させます。 

②ＩＣＴを効果的に活用し学びを充実させます。

③家庭学習の見直しと定着を図ります。 

④対話的・協同的な学びのある授業をします。 

⑤読解力・表現力を育てます。 

 

２.こころとからだの健全な育成 

①あいさつをはじめとする「非認知能力」の育

成に取り組みます。 

②全学年で系統的なメディアリテラシー教育を

行います。 

③子どもの姿勢改善に取り組みます。 

④考え議論する道徳・人権教育を充実します。 

⑤主体的に運動に親しむことができる体育科

の授業を目指します。 

⑥運動の日常化に取り組みます。 

３.よりよい未来社会を創造する力の育成 

①地域学習を大切にします。 

②保護者、地域とともに取り組む「防災教育」を

継続します。 

③キャリアパスポートを活用します。 

 

４.すべての子どもの能力を伸ばす教育の実現 

①令和５年度より設置される「校内サポートルーム」を有効

に活用します。 

②校内支援体制を充実します。 

（月１回生特登サポ委員会の開催） 

③関係機関との連携を大切にします。 

５.学校教育力の向上 

①日常的な研修を大切にし、教職員の資質能力向上を図ります。 

②生徒指導上の課題に対して、組織で対応します。 

③積極的な外部人材の活用を行います。 

④家庭・地域との連携を大切にします。ＨＰ、学校だよりで積極的に情報を発信します。 

⑤業務改善に努め、働きやすい職場環境をつくります。年間時間外勤務３６０時間以上ゼ

ロを目指します。 

三重北っ子の約束 

 ①話を聴く 

 ②時間を守る 

 ③あいさつをする 


